
Earth Science 地球科学

Ⅰ 地球内部の物理探査技術の開発  

Development of Geophysical Exploration Technology  

後藤忠徳  

Goto, T.N. 

 非破壊技術（物理探査）により地球内部の物性分布を把握できれば、地球の進化や地震・

火山噴火現象に関する知見、エネルギー資源・環境問題等に資する情報が取得できる。特

に、地下水やガスなどの把握に不可欠な「電気・電磁探査」に注目し、装置の開発や情報

科学を駆使したデータ解析法の研究を行っている。調査対象は、人工ノイズの多い都市域、

人間が立ち入ることが難しい海域・山岳地域や月・火星、あるいは人体内部のような小領

域である。実際に開発した新技術を用いて、陸上地熱探査や海底探査を行っている。  

Ⅱ 数値シミュレーションを通じた地球内部現象の可視化 

Visualization of Earth ’s Interior based on Numerical Simulations  

後藤忠徳  

Goto, T.N. 

 地上や海底での観測データから 3次元的な地下構造を求め、地下での変動現象を考える

ためには、数値計算が必要である。仮想的な地下構造上での観測データを予測する技術、

後述する逆解析技術、さらに岩盤の変形・破壊や地下水流動などを計算機中で再現する技

術などが、地下で起きる諸現象を理解する上で必要である。そこで、地表浅部構造の影響

の補正などを新たに提案し、活断層や地熱地域の地下構造解析の高度化を行っている。ま

た、地下水流動の影響を取り入れた岩盤変形・破壊シミュレーションを開発中である。  

Ⅲ 地下構造の統合解析に関する研究 

Joint Analysis of Geological/Geophysical strucrure 

後藤忠徳  

Goto, T.N. 

物理探査情報や岩石試料の物質・物性測定情報に基づいて、 3次元的な地質構造・地下
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水分布を求めることは、地下の科学的理解と社会利用において欠かせない。これまでに例

えば、海底熱水地域での岩石試料・物理探査データ・熱水対流数値シミュレーションを用

いた統合解析を行った。その結果、海底金属資源の新たな生成モデル提案を行うことに成

功した。このようなマルチスケール情報の融合を実施することで、定性的ではなく定量的

な地下構造解釈を目指している。  

 

 

Ⅳ SR を用いた微小領域回折法による鉱物の 

結晶学的評価 

Crystallographic Characterization of Minerals by micro -area  

diffraction methods using SR.  

 

萩谷健治  

Hagiya, K. 

 

 岩石の構成単位である鉱物結晶の成長・冷却に際して生じる微細組織や微細析出物の研

究は、その生成過程を知る上で重要である。Ｘ線回折実験を行う場合、組織中から対象と

なる鉱物試料を取り出す必要があり、このことが結晶学的評価を行う上での妨げとなって

きた。このような試料に対し非破壊で測定する方法として放射光（ SR）を用いた微小領

域回折法を開発し利用研究を行っている。  

 

 

Ⅴ 地下比抵抗構造のイメージングソフトウェアの開発 

Development of imaging software for subsurface resistivity structures   

 

石須 慶一 

Ishizu, K. 

 

 地下は、 10cm 下でも目で直接見ることはできない。物理探査技術を用いることで、地

下を掘削せずに調べることができる。当研究室では、電磁波を用いた物理探査技術に着目

している。この電磁探査を用いることで、地下数 cm から数 100km にわたる比抵抗構造

を推定できる。比抵抗とは、物質の電気の流れにくさを表す物性値である。金属を含む岩

石は、比抵抗が低い傾向があり、一方乾燥岩石は高い比抵抗を示すという特徴がある。こ

のような特徴を利用して、比抵抗情報から地質情報を抽出できる。電磁探査によって、陸

上の地下のみならず、海底下構造の調査も可能になる。電磁探査の観測データを解析して、

地下比抵抗構造をイメージングするためには、電磁探査データの逆解析が必要となってい

る。そこで、電磁探査データから地下構造のイメージングを行うための逆解析ソフトウェ

アの開発を行ってきた。開発したソフトウェアは、従来手法に比べて、計算スピードが速
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いという特徴がある。本ソフトウェアの有効性は金属鉱床探査などで実証されている。  

 

 

発表論文   List of Publications  

[1]  木村健太 ,  後藤忠徳 ,  前田智輝 ,  山田尊生 ,  & 萩谷健治 . (2022). 高粘性流体を含む堆

積物の比抵抗と飽和度の関係 .  物理探査 , 75, 64-69. 

https://doi.org/10.3124/segj.75.64 

[2]  Ohta, Y.,  Goto, T. N., Kashiwaya, K., & Koike, K. (2023). Multi -capacitance 

electric relaxation model for complex electrical conductivity of  sulphide ores. 

Exploration Geophysics, 1-11. 

https://doi.org/10.1080/08123985.2023.2189584  

[3]  Zolensky, M., Martinez, J., Sitzman, S.,  Mikouchi, T., Hagiya, K., Ohsumi, K., 

Komatsu, M., Nakamura, T.,  Takenouchi, A.,  Ono, H., Hasegawa, H., Higashi, K., 

Terada, Y.,  Yagi, N., Takata, M., Ozawa, H., Taki, Y., Yamatsuta, Y.,  Hirata, A.,  

Kurokawa, A., & Yamaguchi,  S. (2022). Measuring the shock stage of Itokawa and 

asteroid regolith grains by electron backscattered diffraction, optical petrography,  

and synchrotron X ‐ ray diffraction. Meteoritics & Planetary Science, 57(5),  

1060-1078. 

https://onlinelibrary.wiley.com/doi/abs/10.1111/maps.13808 

[4]  Zolensky, M., Mikouchi, T., Hagiya, K.,  Ohsumi, K.,  Komatsu, M., Cheng, A., & Le,  

L. (2022). Evidence for impact shock and regolith transportation on CM, CI, and 

CV chondrite parent asteroids. Meteoritics & Planetary Science, 57( 10),  

1902-1919. 

https://onlinelibrary.wiley.com/doi/abs/10.1111/maps.13909  

[5]  Nakamura T. et al. (著者数 221 名 ,  含 Hagiya K.) (2022). Formation and evolution 

of carbonaceous asteroid Ryugu: Direct evidence from returned samples. Science, 

379. 

https://www.science.org /doi/10.1126/science.abn8671 

[6]  Yamaya, Y., Suzuki, Y., Murata, Y., Okamoto, K., Watanabe, N., Asanuma, H., 

Hase, H., Ogawa, Y.,  Mogi, T., Ishizu, K. & Uchida, T. (2022). 3 -D resistivity 

imaging of the supercritical geothermal system in the Sengan geothermal region, 

NE Japan. Geothermics, 103, 102412.  

https://www.sciencedirect.com/science/article/abs/pii/S0375650522000645  

 

 

生命科学専攻 

 博士前期課程  

大島  由有希   骨折治癒判定における電気インピーダンスの活用に関する研究  

   松浦  優介   正方晶 boleite の X 線結晶構造解析  
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科学研究費補助金等  

1.  科学研究費補助金（ 2022-2024 年度）基盤研究 (B)  課題場号：  22H02017 

 研究課題：  現在・過去の広域熱水流動系推定による鉱床生成プロセスの解明と  

       鉱床存在可能性の評価  

 研究代表者：小池克明（研究分担者  後藤忠徳）  

2.  科学研究費補助金（ 2021-2025 年度）国際共同研究加速基金 (国際共同研究強化 (B))  

 課題場号：  21KK0090 

 研究課題：  地熱発電の大幅利用促進を可能にする貯留層臨界スポット検出を  

       目指した先端的共同研究  

 研究代表者：小池克明（研究分担者  後藤忠徳）  

3.  科学研究費補助金（ 2020-2022 年度）基盤研究 (B)  課題場号：  20H01974 

 研究課題：  琵琶湖深部湖底湧水の地下構造との関係解明および湖底環境  

       への影響評価  

 研究代表者：小泉尚嗣（研究分担者  後藤忠徳）  

4.  科学研究費補助金（ 2022-2023 年度）特別研究促進費  課題場号：  22K19949 

 研究課題：  能登半島北東部において継続する地震活動に関する総合調査  

 研究代表者：平松良浩（研究分担者  後藤忠徳）  

5.  科学研究費補助金（ 2022-2023 年度）若手研究   課題場号：  22K14104 

 研究課題：  水蒸気噴火発生の危険性がある地下発見のためのドローン空中電磁  

       探査法開発  

 研究代表者：石須慶一  

6.  科学研究費補助金（ 2020-2022 年度）基盤研究 (B)  課題番号：  20H01992 

 研究課題：  人工電磁周波数コム信号による火山の精密モニタリングシステムの  

構築  

 研究代表者：小川康雄（研究分担者  石須慶一）  

7.  科学研究費補助金（ 2021-2023 年度）国際共同研究加速基金 (国際共同研究強化 (B))  

   課題番号：  21KK0081 

研究課題：  人工電磁周波数コム信号による火山の精密モニタリングシステム  

      の構築  

研究代表者：小川康雄（研究分担者  石須慶一）  

8.  国立研究開発法人  新エネルギー・産業技術総合開発機構受託研究（ 2021-2023 年度） 

  研究課題：  地熱発電導入拡大研究開発 /地熱発電高度利用化技術開発  

       /  AI を利用した在来型地熱貯留層の構造・状態推定  

 研究代表者：国立研究開発法人産業技術総合研究所（研究分担者  石須慶一）  

9.  ひょうご科学技術協会  学術研究助成  

 研究課題：  電気インピーダンスに着目した骨折治癒判定システムの試作」  

 研究代表者：後藤忠徳  
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